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大型機械による直播作業体系確立に

関する研究

－乾田・湛水直播に関する試験－

′」、松　幸　雄・仲　条　平　吾

（山形県農試庄内場）

1ま　え　が　き

農業構造改善が進められている今日水稲作の機械化に

ょる省力栽培は必然的な要求となっている。当分場では

過去各種作業機の性能を調査し、その効率的な利用法を

究明するとともに，本誌第6号に報告した砕土ローター，

砕土播種磯のほか各種作業機の試作改良を行ない，トラ

クターの水田利用適応性の向上につとめ大型機械による

省力作業体系の確立を図ってきた。以下昭和59年度に実

施した結果を報告する。

2　試　験　方　法

1．供試圃場

圃場の配置は第1図のとおりで乾田は昭37年より，湛

水は昭39年から実施した。この開場は当初南北方向の畦

畔を38年春東西方向にして区画を拡大し，38・39の両年
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ヽ代かき　皿田植

に高低ならしのため秋耕代かきを行ない，39年春に暗渠

排水工事を行なった。No．1・2側の圃場はNr）．3・4

圃場より水路吐畔を境にして約50e椛低いため，No．2・

4は水路を通した水が吹き出て圃場が乾きにくいほか，

作土全体に心土が混ざりきわめて砕土しにくく，ことに

乾田直播用としては悪条件であった。

2．供試条件

乾田直播においては耕起の精粗が播種精度1発芽生育

の良否におよぼす影響が大きいので，耕起・整地工程以

外の作業は各区とも同一にした。湛水直韓は慣行の整地

法によった。窮1図に供託圃場と播種までの作業工程を

示した。

供託品種：乾田；さあにしき，湛水；ではみのり

播種量：10α当り乾田，湛水7．2毎

施肥量：基肥乾田6毎，湛水7軸（硫P），潅水時追

肥乾田4毎（硫P），穂肥毛軋　湛水1．5的（尿
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第1図　試験圃場配置及供試条件
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素）

播種期：5月1日

潅水・乾田　6月11日（4柴期）

3・供試作業機

トラクター：77－ガソソFEj5

堆肥散布：てこュブスプレッダー

普通耕：ランドマスター（作剃J175ぐ澗）

枠上耕：同上磯に試作枠上アタッチ装着桝巾175C椛

施肥：スピンナ一・ブロードキャスター

鎮圧：試作顔圧機　作業巾2．47花

代かき：パディノ、。ー作業巾2．7〝i（湛水）

播性：（乾田）試作砕土播種磯　粂間30C6粂粂　‥　作

業巾180C舵（湛水）ブロードキャスター

除草剤散布：初田式水平長管スプレヤー　散布山lj

・6m及び手動散粒機

病害虫防除：共立式畦畔ダスター　散和1］20m

収橙：蹄刈及び今間式日脱（捌剛142．4cm）（参考

日車NC－18コンバイン）

3　試験結果及び考案

1．乾田直播

仙　砕土状態は節2図のとおりで乾田虎播に要求され

る1伽Ⅷ以下の細枠土は耕起回数に比例して多くなるが，
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第2園　耕起ごとの土塊（重量％）

痘播に支障ない程度は土壌水分の多少，土質により異な

り少なくとも砕土耕2回は必要である。

（21出芽率70～80％で，整地の鰐粗による差はないが

鎮址時」二墳水分が多く強度の鎖圧を受けて表層が硬く

第1表　生育及収呈（草丈・稗長・穂長（C郡）・茎数・穂数㌦当り）

圃　　場

番　　号

No．1
2

3

4

移植田

6月l R芦　　7月1日

茎　　数

185．1
135．2
139．2

122．5

数
〓
7
．
0
．
5
．

‘

U

■

U

7

8

亡

「

一

5

1

J

383．0
462．1

成　　熟　　期

長l穂　　数

っ

J

n

y

つ

J

8

4

7

′

n

V

l

l

J

8

7

7

7

7

7

回ったものが劣った。

は）雑草発生は各区に大差がなく，発芽期間が長ぴぃ

たため除草剤散布時期の適正さを欠いたためもあろう

が，乾田期間の初期ではヤナギダテとヒェが主であり，

湛水期間中は主としてノビェ・コナギが多くことにノビ

エの発生は長期間にわたった。

㈲　病害虫の発生が少なかったため地いもち防除を2

回に止めた。

t5）初期生育は耕起の精粗による差が認められなかっ

たが中期以後の生育は圃場整備のため作土の移動をした

ところに生育むらが生じた。茎数は播種量不足と播種後

の晴天続きにより出芽期間が長ぴぃたため全般に少なか

った。穂長は各区に大差はない。第1表に示すように収量

は穂数に支配され，10α当り453～405吻であるがむらも

大きい。しかし圃場の耕土が安定し土壌条件が良くなっ

て生育の不揃いを解決すればかなりの多収は期待され
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全＋度目盾米塵
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桓米垂偏差
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40．29

る。

（6）第2表にNo・2圃場における作業体系と作業時間

を示した。整地作業での綴粗の作業時間差は約20分内外

であり，10α当り圃場作業時間ではいずれも鎌刈自脱生

扱方式で65時間内外，コンバイン方式換算で50時間内外

となった0このうち6月以降のヒェ取りを主体とした人

力除草に42時間内外を致しており．除草法の解決が強く

望まれる。

2．湛水直播

tll　ブロードキャスターによる散播作業では懸念され

た散布羽根による飛散衝撃・擾拝装置による種子損傷は

なかったが・圃場条件が不良で軟弱地盤ではところによ

り車輪の埋乱スリップがあり・また地均しを兼ねたた

め過度の代かきとなり耕土が深く軟かくなった。そのた

め往時播種されたものが復時均らし板により押込められ

るなど第3表に示すように2C耽以下の表層に播種された
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第2表　作業体系・作業時間（乾田）

作

肥

理

同 上

計　110α当り労桝間合禦幣禁裏式（5紺主葺写

第3表　散播種子深度別分和（7㌔当り）

数ものは約73％となり，深いものは5C爪もあったため，表

層の種子だけが発芽生育し成苗率は約49％であった。

（2）散播後雁爪除草機で播巾50肌　条間35C郡に作粂し

たものと．散稀のままの無作条での初期雑草は両区とも

コナギが多く，次いでノビェが主でそれに次ぐものがコ

ナギであった。発生の種類は両区に特態の傾向は認めら

れないが発生量は魚作粂区が多い。

はI　この試験の範囲では第4表に示すように生育収量

第　4　表　　生育及び収量（草丈・稗長・穂長（C爪）・茎数・穂数（㌦当り）

590．1
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第5　表　作業体系・作業時間（湛水）
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2．8．34

（40．4．2）

10．57
12．18

2．18．24

32．36．00

37．20．00

10蛸。労働時間会禦幣禁裏式㌘粂区5川50鮒粂区56・15・26（39．56．57）　　〝（42．22．33）

江．コンパイソによる場合の能率は総合実験農場における連続作業試験から算出した0

は播種量が多いほど安定するが有効茎率は無作粂区57・3

％，作粂区72．6％となった。収量は区画拡大地均しにと

もなう土壌移動のため生育むらも若干あったが，7㌔当り

穂数700本程度のところが収量が高く，400本程度では，

穂長は長かったが穂数不足で低収となった。作粂区．無

作条区とも平均10α当り590毎で差はなく移植栽培の収

量を上回わった。

㈲　作業体系，作業時間を第5表に示す。10（Z当り圃

場作業時間は作粂区，無作粂区の鎌刈自脱生扱方式で約

53．8・56時間，コソパイン方式換算では約40・42・3時間

である。しかし，ヒエ触りを主体とした人力除草に約33

時臥37時間を費やしていることは乾田直稀と同様であ

る。


